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１ 木産協三役会議開催!!（理事会に向けた調整等） 

 4月 15日山形県産業創造支援センター会議室（山形市松栄）において、令和 3年度第 1回

三役会議を開催した。コロナ過での木産協の活動報告と今年度事業計画等について意見交換

を実施した。この内容は 5月 10日開催予定の理事会の中で理事の皆様から意見等いただき、

同月下旬に予定している木産協第 47 回通常総会資料として会員の皆様からご賛同をいただ

きたくお願いする予定となっています。昨年度の木産協事業の大きな変更点は、まず第 30

回山形県林業まつりが中止となったことがあげられます。関係会議やまつり準備作業等が無

くなり、事務軽減となった一方、補助金や事業支援金が大幅に減となりました。また、素材

生産関係では 7月～9月の約 3か月間に協和木材の集成材、セイホク・石巻合板工業の合板

などの原木入荷がコロナの影響を受け一斉に止まったことにより、出荷調整手数料等が大き

く減少しました。また、東京での会議（全木連や政治連盟、都市木造連等）が書面決議か Web

会議となったため、移動旅費が減額になりました。イベント関係（木と住まいの大博覧会仙

台会場と東京会場、東京木材コレクション）も中止となり、出展費用等が減額になりました。

唯一東京ＭＯＣＴＩＯＮ（2/4-16）のみが、東京都職員の協力により出展できたところです。

さらに木産協理事会・総会・各部会総会等も書面決議となり会議費が減額となりました。な

お、詳細については、5/10の理事会後にご案内する総会決議案資料をご確認ください。 

 さて、コロナ禍ではありますが、木材業界にも激震が襲ってきております。世界的なコロ

ナの影響を受けて、米国では財政出動による住宅支援等もあり好調な住宅着工により米材の

価格上昇と西部地区の山火事多発等による品不足が広がり国内需要が逼迫したため、輸出木

材（米マツ等）が昨年末頃から滞り、国内最大手の中国木材が木材価格の値上げと出荷調整

を始めたところ、欧州材（ホワイトウッド・レッドウッド等）ラミナや集成材もコロナの影

響で値上げと品不足が表面化してきました。同時に原油高もあり、船賃の値上げや中国経済

の増大に伴うコンテナ不足等あらゆるものが値上げと品不足の様相となっています。これは、

全ての資材に言えることで、通常木材が高騰すると代替資材の鉄製品に移行しますが、今回

は鉄製品も大幅な値上げになっているようです。国内事情に戻りますが、輸入元の中国木材

等の出荷調整から外れた製材工場・プレカット工場・商社・市場・工務店等が資材不足に陥

り、その代替材確保のため、国産材を求めているのが現状な

のかなと考えます。輸入材比率の高い企業は深刻な問題です。

国産材比率の高い工場等は在庫をうまく利用いただき、なじ

みの顧客を優先に半年程度は持ちこたえていただきたいと思

います。次からは、高い原木を求めることになるかもしれま

せん。素材生産の皆さんは、製材品の最新価格を参考に採材

等勘案し、より収益率の良い出荷先をご検討ください。 
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２ 協和木材㈱新庄工場 新キャンター紹介!!  
- 4月 14日協和木材㈱新庄工場の新型キャンター

製材機（SHC-550：共和キカイ）を見学できたので

紹介します。この製材機は、高性能高速機械で角材

と板材の製材、チッピングを同時に行うことができ

ます。（図）これまでは、同製材機（SHC-450）で最

大径 450㎜までの原木を製材してきました。基本的

に、芯部分から平角のブロックを取り、周辺からラ

ミナの板を取り、ブロックをギャグリップソーでラ

ミナの板を量産するシステムです。今回の新型 SHC

－550はさらに大径材（最大径 550㎜）にも対応で

きるよう芯部分のブロックを２丁取りできる設計

になっています。ちょうど大径材がキャンターから

出てくる写真が撮れました。その後、大型ブロック

が次の機械で平角２丁となります。本キャンターは

1月から試験運転を続けており 4月から本格稼働し

ています。これらにより、原木消費量 11,000 ㎥／

月から、約 1.5 倍の 16,000 ㎥／月に拡大する見込

みです。また、製材の能力アップに伴い乾燥機も新

たに 6基（容量 120㎥）増設し、建屋も工場事務所

棟向かいの土場北側に設置しています。事業費は約

16 億円で林野庁補助事業にて約 7 億円が支援され

ています。 

木産協としては、協和木材から原木集荷量の大幅

アップの要請がありますが、素材生産部会の協力体制を整えるためにも現在他地域で見られ

るよう原木買取価格の見直しを要求しています。また、径級が大きくなったことから、皆伐

材の出荷にも対応できる可能性が増えたことから、会員のご協力をお願いします。 
 

３ 県産木材輸出打合せについて!!  

 4 月 27 日木産協酒田飽海支部（酒田港木工団地組合会議室）において、県産木材の輸出

について今年度事業計画等意見交換を実施した。これは、県産スギ材の大径材や黒芯材を中

心に、比較的製材工場から評価されない元玉部分の有効利用を図るため、また、酒田港の木

材積み出し港としての再興のため、地域経済の振興のため、出荷先のリスク分散のため、原

木（中国・東南アジア等）と新たに製材品（北米向けフェンス用）出荷をめざしているもの

です。現在、米国では住宅着工数とフェンス等外構部材の需要が急増しています。また、旺

盛な中国木材産業事情や、欧州材の高騰、コロナによるコンテナ不足等複雑な情勢となって

おります。そのような中、２×４材の製材品出

荷について、素材と製材における様々な課題に

ついて、可能性を探ってきたところです。ただ、

ここにきて製材業界がコロナ等による外材不足

に伴う県産材受注が急増したことで、すぐの対

応が厳しくなった実情にあります。これまで半

年をかけて議論してきた経緯も踏まえながら、

早期の出荷に向けた具体的なロードマップを作

成し、第一陣に繋げていきたいと考えています。 
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４ グリーン住宅ポイント制度が始まります!! （国交省補正予算） 

 グリーン住宅ポイント制度とは、国交省住宅局の令和 2年度補正予算で、グリーン社会の

実現および地域における民需主導の好循環の実現等に資する住宅投資の喚起を通じて、新型

コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ経済の回復を図るため、一定の性能を有する

住宅を取得する者等に対して、「新たな日常」及び「防災」に対応した追加工事や様々な商

品と交換できるポイントを発行する制度です。正式事業名は「グリーン住宅ポイントによる

環境対応等住宅需要喚起対策事業」で国土交通省令和 2 年度第三次補正予算です。予算額は

1,094 億円で、申請期間は令和 3 年 3 月 29 日～10 月 31 日まで。一例として一定の省エネ性

能を有する新築住宅で通常 40 万ポイント、特殊事情（東京からの移住、災害地からの移住、

三世代住宅等）に合致すれば最大 100 万ポイントが発行され、商品や追加工事に利用できる

仕組みです。詳細はＨＰ「えこぽ」ポータルサイトに掲載中。 

 

５ 日本百名山シリーズ紹介（大山：ダイセン） 

  不思議と中国地方の百名山は伯耆富士と呼ばれ

る大山（1,729ｍ）だけである。米子駅など見る角

度によっては一番本物富士山に近いと感じる。鳥

取県ではあるが、西部に位置し、アクセスは岡山駅

から特急で 2 時間の米子駅利用が便利で、中腹に

ある大山寺まではバスの便も多い。自然林も多く

残り、山形の山寺に近いイメージの参道が続く。登

山道に入るとすぐに西日本一のブナ林の中を歩く

ことになる。ここの木製階段の段差が比較的大き

く、小柄な方は登るのに少し辛そうに感じる。8合

目からは鳥取県の天然記念物になっているダイセ

ンキャラボクの群生地の中を整備された木道の上

を歩き真横に見ることができる。また、山頂弥山（ミ

セン）は有名な一木一石運動が続いており、ハゲ山

から植生の復活が少しづつではあるが確実に進ん

でいることが確認できる。山頂からは、最高峰の剣

ガ峰（崩壊の恐れから現在登山禁止）や中国地方の

山々、米子平野、宍道湖、中海、日本海など 360度

で、西日本一の絶景を見ることができる。 
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６ お知らせ（林野庁木材産業課から） 

木産協会員各位   

ご協力よろしくお願いいたします。             木産協専務理事 鈴木健治 
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７ お知らせ（令和元年度林業労働災害について） 

                         （出典：林野庁ホームページ抜粋） 
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８ 住宅着工状況 

令和 3 年 3 月期の県内新設住宅着工戸数は 362 戸となり、対前月比 99.5％、対前年同月比 87.4％、対前年累計比は 91.0％となった。県

内年度戸数が 6年ぶりに 5 千戸を下回り、4,910 戸となった。コロナ禍でも、市町村別では山形市、米沢市、酒田市が伸びている。 
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